
12調査季報 vol.165・2009.11 ■

「
横
浜
市
民
生
活
白
書
２
０
０
９
」

で
ま
ず
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

「
市
民
像
」
と
「
地
域
性
」
の
視
点

の
豊
富
さ
で
あ
っ
た
。
こ
の
視
点

は
、
今
後
の
行
政
施
策
、
市
民
の

自
主
的
な
地
域
活
動
の
展
開
を
考

え
る
上
で
、
大
変
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。

１　

気
に
な
る
「
市
民
像
４
」

社
会
保
障
制
度
の
先
行
き
不
透

明
感
な
ど
を
背
景
に
、
幅
広
い
世

代
に
広
が
っ
た
漠
然
と
し
た
不
安

が
、
特
に
一
昨
年
の
世
界
金
融
危

機
以
来
、
現
実
の
も
の
と
し
て

強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

２
０
０
８
年
の
市
民
意
識
調
査
結

果
の
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
「
８
つ
の
市
民
像
」
に
、

象
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
気
に
な
る
の
が
、

「
市
民
像
４　

健
康
不
安
と
孤
立

感
の
強
い
向
老
期
」
層
の
存
在
で

あ
る
。
年
代
的
に
は
、
50
代
か
ら

70
代
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
現

役
世
代
で
は
収
入
の
伸
び
悩
み
、

年
金
世
代
で
は
基
礎
年
金
と
少
な

い
職
域
年
金
に
限
定
さ
れ
る
状
況

を
反
映
し
、
生
活
不
安
と
し
て

「
低
収
入
、
収
入
低
下
」
を
挙
げ

る
人
が
５
割
を
超
え
、「
介
護
が
必

要
」、「
重
い
病
気
や
ケ
ガ
」
な
ど

健
康
面
で
の
強
い
不
安
を
訴
え
て

い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
層
の
大
き
な
リ

ス
ク
と
し
て
、「
近
隣
と
疎
遠
」
が

７
割
、「
親
類
と
疎
遠
」
が
５
割

強
、「
信
頼
で
き
る
友
人
の
不
在
」

が
５
割
弱
、「
家
族
の
中
で
孤
立
」

が
３
割
と
、
人
間
関
係
で
の
孤
立

を
う
か
が
わ
せ
る
数
値
が
示
さ
れ

て
い
る
。

健
康
福
祉
局
が
２
０
０
７
年
の

高
齢
者
孤
立
死
の
実
態
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
区
役
所
を
通
じ
て
把

握
し
た
同
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

の
孤
立
死
事
例
約
１
３
０
件
の
う

ち
、
男
性
が
７
割
を
占
め
た
。

市
民
意
識
調
査
の
回
答
者
を
性

別
で
見
る
と
、
全
体
で
は
男
女

半
々
の
と
こ
ろ
「
市
民
像
４
」
で

は
男
性
が
６
割
弱
を
占
め
て
お

り
、
孤
立
死
事
例
と
の
類
似
傾
向

が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
層
の
市
民

は
、総
じ
て
生
活
満
足
度
が
低
く
、

喜
び
や
生
き
が
い
の
な
い
人
が
多

く
、
市
政
に
対
し
て
も
多
く
が
不

満
を
訴
え
て
い
る
。

高
齢
期
に
こ
そ
必
要
な

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

本
市
に
お
い
て
も
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
「
独
居
高
齢
者
」、
高
齢

夫
婦
の
み
の
「
老
々
世
帯
」
の
増

加
が
著
し
い
。
直
近
の
２
０
０
５

年
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
の

65
歳
以
上
高
齢
者
約
60
万
人
の

う
ち
、
独
居
高
齢
者
が
９
・
８
万

人
、
老
々
世
帯
が
12
・
４
万
世
帯

（
24
・
８
万
人
）
を
占
め
て
お
り
、

高
齢
者
の
６
割
弱
が
「
独
居
」
ま

た
は
「
老
々
」
世
帯
と
い
う
計
算

に
な
る
。
２
０
０
０
年
と
の
比
較

で
も
、
独
居
高
齢
者
は
５
年
間
で

32
％
、
老
々
世
帯
は
同
じ
く
29
％

も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
ペ
ー
ス

が
続
く
と
仮
定
す
る
と
、
い
わ
ゆ

る「
団
塊
世
代
」が
高
齢
者
に
な
り

き
る
２
０
１
５
年
に
は
独
居
高
齢

者
17
万
人
、
老
々
世
帯
21
万
世
帯

に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

高
齢
期
・
向
老
期
の
男
性
に
は
、

定
年
退
職
後
に
地
域
に
溶
け
込
む

こ
と
を
苦
手
と
す
る
方
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
阪
神
淡
路
大
震

災
後
の
復
興
住
宅
に
お
け
る
中
高

年
男
性
孤
立
死
の
頻
発
は
、
自
宅

や
配
偶
者
を
亡
く
し
た
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
引
き
こ
も
り
が
ち
な
生
活
を

送
る
う
ち
に
、
食
生
活
の
乱
れ
に

よ
る
栄
養
不
足
や
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
に
陥
り
、
誰
に
看
取
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
死
に
至
る
と
い
う
、
社

会
的
孤
立
の
典
型
的
な
結
果
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

市
内
に
は
、３
・
１
万
戸
の
市
営

住
宅
を
は
じ
め
、
県
営
、
都
市
再

生
機
構
等
の
公
営
住
宅
や
民
間
の

マ
ン
シ
ョ
ン
が
、
郊
外
区
を
中
心

に
随
所
に
存
在
す
る
。
い
わ
ゆ
る

「
団
地
」で
の
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
近
隣
関
係
の
希
薄
化
と
あ
い

ま
っ
て
、
高
齢
者
の
孤
立
に
よ
る

リ
ス
ク
が
既
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

高
齢
期
に
は
、
一
般
に
自
ら
意

識
的
に
社
会
的
な
関
係
性
を
築
い

て
い
か
な
け
れ
ば
、
新
た
な
人
間

関
係
を
結
ぶ
機
会
が
乏
し
く
な

る
。
高
齢
期
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
生

活
の
場
で
も
あ
る
身
近
な
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
保
つ
こ
と
が
、よ
り

重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。

３　
「
地
域
由
来
」が
キ
ー
ワ
ー
ド

地
域
に
は
、
高
齢
者
の
み
な
ら

ず
、様
々
な
世
代
の
市
民
が
暮
ら
し

て
い
る
。そ
こ
に
発
生
す
る
ニ
ー
ズ

も
多
様
で
あ
り
、
個
々
の
取
組
を

別
々
に
進
め
る
よ
り
も
、
多
く
の

ニ
ー
ズ
へ
総
合
的
に
対
応
し
た
方

が
効
率
的
な
場
合
も
あ
る
。

白
書
第
２
章
で
紹
介
さ
れ
た
、

栄
区
の
「
お
互
い
さ
ま
ね
っ
と
公

田
町
団
地
」の
取
組
で
は
、住
民
サ

執
筆健

康
福
祉
局
企
画
課
担
当
係
長

梅
澤　

厚
也

２

「
横
浜
市
民
生
活
白
書
２
０
０
９
」
を
読
み
解
く

④
市
民
像
と
地
域
性
に
着
目
し
た
施
策
展
開
の
重
要
性　

〜
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
の
視
点
か
ら
〜

特
集 

《1》
様
々
な
角
度
か
ら
見
た
市
民
生
活
白
書
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ロ
ン
を
含
む
拠
点
整
備
に
向
け
て

議
論
が
進
む
中
で
、
住
民
自
ら
が

主
体
と
な
っ
て
地
域
活
動
に
取
り

組
む
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

公
田
町
団
地
で
は
、
も
と
も
と

自
治
会
や
民
生
委
員
の
活
動
や
地

域
の
自
主
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た

が
、
住
民
相
互
の
見
守
り
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
と
、
住
民
サ
ロ
ン

な
ど
の
拠
点
づ
く
り
の
具
体
的
な

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
行
政
や
地

域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
と
の
協
働
も
深
ま

り
、
団
地
と
し
て
の
意
見
も
ま
と

ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
具
体

的
な
事
業
展
開
の
主
体
と
し
て
、

自
治
会
役
員
や
民
生
委
員
を
中
心

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
こ
と

と
な
り
、
本
年
９
月
に
設
立
認
証

に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、瀬
谷
区
の「
南
台
ハ
イ
ツ

の
見
守
り
拠
点
」
で
も
、
地
域
住

民
、社
会
福
祉
協
議
会
、行
政
が
協

働
し
て
、
市
営
住
宅
の
目
的
外
使

用
許
可
と
い
う
枠
組
み
を
活
用
し

て
拠
点
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
拠

点
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
に
は
、

地
域
住
民
か
ら
10
人
以
上
の
応
募

が
あ
り
、「
わ
が
拠
点
」
の
意
識
の

高
ま
り
の
も
と
に
、
手
づ
く
り
の

運
営
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
福
祉
の
現
場

で
は
、
自
治
会
町
内
会
・
民
生
委

員
な
ど
の
「
地
縁
型
組
織
」
と
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
助
け
合
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

「
テ
ー
マ
型
組
織
」
と
の
協
働
の

必
要
性
が
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
２
地
区
に
お
け
る
取

組
で
は
、
地
縁
型
組
織
と
テ
ー
マ

型
組
織
が
一
体
的
に
結
成
さ
れ
、

意
思
決
定
の
迅
速
化
を
図
り
な
が

ら
も
地
域
密
着
で
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
う
し
た
活
動

が
地
域
住
民
に
と
っ
て
一
層
身
近

な
存
在
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
由

来
の
強
み
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

て
い
る
。

今
後
の
施
策
展
開
に
お
け
る

「
地
域
性
」
の
視
点

こ
れ
か
ら
の
施
策
展
開
を
考
え

る
場
合
、
全
市
的
な
観
点
と
と
も

に
、
常
に
「
地
域
性
」
の
視
点
を

も
ち
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
白
書
第

４
章
に
示
さ
れ
た
地
域
分
析
の
手

法
は
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
。

福
祉
保
健
、
地
域
支
援
等
の
分

野
の
施
策
決
定
の
場
面
を
振
り
返

る
と
、
例
え
ば
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

等
の
立
地
に
つ
い
て
、
ま
ず
建
設

用
地
あ
り
き
で
、
地
域
住
民
の
特

性
を
踏
ま
え
た
決
定
が
で
き
た
か

ど
う
か
、必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

要
介
護
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
育

て
中
の
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
分
布

を
念
頭
に
置
け
ば
、よ
り
適
切
な
立

地
を
検
討
で
き
た
可
能
性
も
あ
る
。

市
民
意
識
調
査
に
お
け
る
定
住

意
向
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
９
年

の
76
・
８
％
か
ら
は
低
下
し
た
も

の
の
、２
０
０
８
年
で
も
60
・
９
％

と
高
水
準
を
保
っ
て
い
る
。
自
治

会
町
内
会
加
入
率
に
つ
い
て
も
、

２
０
０
３
年
か
ら
２
０
０
８
年
ま

で
の
５
年
間
に
１
割
近
く
低
下
し

た
と
は
い
え
、
都
市
地
域
と
し
て

は
高
位
の
78
・
４
％
を
維
持
し
て

お
り
、
本
市
の
強
み
の
一
つ
で
あ

る
と
も
言
え
る
。
こ
う
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
成
熟
度
に
つ

い
て
も
、
施
策
検
討
を
行
う
上
で

常
に
考
え
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
属
性
で
あ
る
。

地
域
活
動
を
支
援
す
る
施
策
の

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
ニ
ー

ズ
の
内
容
と
と
も
に
、
小
地
域
ご

と
の
年
齢
別
構
成
や
定
住
意
向
、

自
治
会
町
内
会
加
入
率
等
の
デ
ー

タ
も
念
頭
に
置
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
地
域
住
民
の
顔
を
ど
こ
ま

で
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
施
策
立
案

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
鍵

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
支
援
施
策
へ
の
資
源
配

分
と
区
役
所
の
施
策
立
案
機

能
の
強
化
に
向
け
て

本
市
の
人
口
は
、
２
０
０
５
年

基
準
の
推
計
に
よ
れ
ば
２
０
２
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る

が
、
高
齢
者
人
口
に
つ
い
て
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、「
団
塊

世
代
」
が
75
歳
以
上
に
達
す
る

２
０
２
５
年
に
は
、
い
よ
い
よ
高

齢
者
１
０
０
万
人
時
代
に
突
入
す

る
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
白
書
第
４
章
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
郊
外
部
で
は

子
ど
も
世
代
の
独
立
等
に
よ
り
若

年
層
の
流
出
が
起
こ
っ
て
い
る
地

域
も
出
て
お
り
、
地
域
活
動
の
担

い
手
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
こ

と
も
危
惧
さ
れ
る
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
８
割
以
上

は
元
気
な
方
々
で
あ
り
、
60
歳
で

定
年
退
職
後
65
歳
の
一
般
的
な
年

金
支
給
開
始
年
齢
ま
で
は
継
続
し

て
働
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
以
降
は
地
域
活
動
の
担
い
手

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

る
層
で
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
取
組

の
展
開
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民

が
主
体
的
に
参
画
す
る
仕
掛
け
を

い
か
に
組
み
込
む
か
が
重
要
と
な

る
。
地
域
住
民
の
発
意
を
尊
重
し

な
が
ら
、
地
域
独
自
の
拠
点
整
備

な
ど
の「
成
功
体
験
」を
経
る
こ
と

で
、
地
域
の
力
量
が
向
上
す
る
可

能
性
が
大
い
に
含
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
身
近
な
地
域
・
元
気
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
（
市
民
活
力
推

進
局
協
働
推
進
課
所
管
）、
地
域

の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支

援
事
業
（
健
康
福
祉
局
高
齢
健
康

福
祉
課
所
管
）
な
ど
、
地
域
支
援

施
策
に
一
定
の
予
算
配
分
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
市
域
全
体
か
ら
す

れ
ば
、
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
ま

た
、
栄
区
公
田
町
団
地
や
瀬
谷
区

南
台
ハ
イ
ツ
の
事
例
で
は
、
各
区

役
所
内
の
関
係
課
が
相
互
に
連
携

し
て
、
積
極
的
に
施
策
立
案
に
関

わ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
進
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

今
後
の
地
域
支
援
施
策
の
展
開

に
向
け
て
、
公
的
施
設
の
地
域
由

来
の
団
体
へ
の
専
用
使
用
許
可
等

の
「
費
用
の
か
か
ら
な
い
施
策
」

も
含
め
、
地
域
支
援
施
策
へ
の
本

市
の
資
源
配
分
を
増
や
す
と
と
も

に
、
地
域
住
民
に
最
も
身
近
な
存

在
で
あ
る
区
役
所
が
主
体
的
に
施

策
立
案
機
能
を
強
化
し
て
い
く
取

組
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

４

５


